別表１
審査項目、審査の視点及び配点
	No.
	審査項目
	審査の視点
	配点
	大変良い
	良い
	普通
	やや
良くない
	良くない

	1
	基本方針
	本町が考える家屋評価システム導入の目的を理解した上で、基本方針が明確に示されているか。
	5
	5
	4
	3
	2
	1

	2
	提案書
	企画提案書の内容が分かりやすく、説得力があるか。
提案内容に具体性があり、課題解決へのアプローチが明確に示されているか。
	10
	10
	8
	6
	4
	2

	3
	システムの機能・操作性
	本調達で要求する機能を備えているか。
職員の業務負担を軽減できるよう効率化につながる機能を備えているか。
職員が理解しやすい画面構成や、簡単に操作が行える仕組みとなっているか。
より適切かつ効率的に評価計算を行うことが可能か。
適切かつ効率的に評価内容の確認やデータ修正、出力を行うことが可能か。
	20
	20
	16
	12
	8
	4

	4
	保守・サポート
	保守体制及びサポート内容は適切であるか。
評価替年度は、通常年度と比べ業務負担過多とならないか。
使用方法や評価に関する問合せにおける対応・レスポンスはどうか。
緊急時等における対応・レスポンスはどうか。
	15
	15
	12
	9
	6
	3

	5
	導入スケジュール・体制
	工程・役割等が適切に検討されているか。
スケジュールの計画は適切か。
業務の遂行に十分な体制となっているか。
従業者について、導入業務に携わった経験があるか。
	10
	10
	8
	6
	4
	2

	6
	セキュリティ
	個人情報の取り扱いは適切か。
情報セキュリティ及びバックアップ対策は有効かつ信頼性があるか。
	10
	10
	8
	6
	4
	2

	7
	機能評価
	別紙2の機能要件確認書における対応状況等により評価します。
	15
	15
	12
	9
	6
	3

	8
	導入実績
	全国での導入実績、県内での導入実績がどの程度あるか。
	5
	5
	4
	3
	2
	1

	9
	提案価格
	最低提案見積額÷提案見積額×配点（小数点以下切り捨て）
	10
	10
	8
	6
	4
	2
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